
[演習] FizzBuzz

■ 「Fizz Buzz」は英語圏で長距離ドライブや飲み会のときに行
われる言葉遊び。

■ プレイヤーは「1」から順に数字を発言していく。

■ ただし、 3の倍数のときは「 Fizz」、 5の倍数のときは
「Buzz」、両方のときは「FizzBuzz」と発言する。

– 1, 2, Fizz, 4, Buzz, Fizz, 7, 8, Fizz, Buzz, 11, Fizz, 13, 14, FizzBuzz, 
16, 17, ...

■ 1から100までの数について、3の倍数なら「Fizz」、5の倍数
なら「Buzz」、両方のときは「FizzBuzz」と出力するプログ
ラムをかけ。次の出力を参考にせよ。
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[演習] FizzBuzz
解答例
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(i % 15) == 0
でももちろんOK



[演習] かけ算九九の表（二重for文）

■ 二重 for 文 にも挑戦してみよう。

■ 次の出力結果を参考に、かけ算九九の表を作ってみよう。

■ document.write 命令の引数に表に関するタグ（<tr>, <td>）を
入れることで表そのものも for 文を使って構築できる。

HTMLにおける表のかき方は
第2回の授業で解説しているので

適宜復習しよう。
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解答例

■ 変数 i は行の番号、変数 j は列の番号を表す。

■ プログラムの16行目と20行目で、各 i に対し
て<tr>タグを入力。

■ 18行目で i*j の計算結果を <td>タグで挟んで
いる。
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[演習] 枠付きかけ算九九の表（二重for文 + if文）

■ 二重 for 文 と if文 のプログラムにも挑戦してみよう。

■ 少し難しいと思うが、二重 for 文と if文 が混在したコードが
かけるとプログラムの幅がぐんと広がる。

■ 次の出力結果を参考に、枠付きのかけ算九九の表を作ってみ
よう。

■ 枠なしのかけ算九九の表のプログラムも参考にしてみよう。

HTMLにおける表のかき方は
第2回の授業で解説しているので

適宜復習しよう。
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解答例

■ 変数 i は行の番号、変数 j は列
の番号を表す。

■ 基本的には i*j を表示させたい。

■ そのため、表の枠の部分は 0行
目, 0列目 と思うことにする。

■ 0行0列, 0行目, 0列目, それ以外
で処理を分ける必要がある。
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0行0列の処理

0行1~9列の処理

1~9行0列
の処理

表の本質的な
中身の処理



[演習] 二項係数を求める

■  のことを 二項係数 という。

■ 二項定理の係数に現れる数のため。

■ 次の出力例を参考にして、二項係数を計算するプログラムを
かけ。ユーザーから入力される n と k は自然数であることを
想定してよい。
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[演習]二項係数を求める（解答）
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解答例

numerator = numerator * (n-i)
と同じ意味

■ numerator は分数における「分子」という意味の英単語。

■ denominator は「分母」という意味の英単語。



[演習] 2桁の整数の桁の和を求める

■ 次の出力例を参考にして、ユーザーから入力される2桁の整
数の桁の和を表示するプログラムをかけ。

■ この問題は for 文も while文 も if文 も使わない。
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[演習] 2桁の整数の桁の和を求める（解答）
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解答例



[演習] 正の整数の桁の和を求める

■ 先の問題を一般化する。

■ 次の出力例を参考にして、ユーザーから入力される正の整数
の桁の和を表示するプログラムをかけ。
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[演習] 正の整数の桁の和を求める（解答）
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解答例
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